
 

 

 

 

 

はじめに 鳥浜貝塚は、三方上中郡若狭町鳥浜字

高瀬に所在する、縄文時代草創期・早期・前期の

低湿地性の遺跡です。遺跡が営まれた場所は、現

在、鰣
はす

川
がわ

と高瀬川が合流する地点一帯の標高１ｍ

～－数ｍの地下に埋まっていますが、およそ 6000

年前の当時は、湖のほとりでした。 

 地中にあった鳥浜貝塚は、大正 14年から昭和 4

年にかけ、鰣川の付け替え工事で掘削が行われた

際に、見つかりました。その後、1962年(昭和 37)

から 1985 年(昭和 60)にかけて、河川改修などの

工事にともない、10次にわたる発掘調査が行われ、

様々な生活残滓が発見されました。通常なら腐っ

て形が残らない動物質や植物質の遺物までも、良

好に保存されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

骨・角・牙の道具 良好に保存されていた動物質

の遺物の一つに、骨・角・歯牙・貝殻を素材とし

て作られた道具があります。これらを‘骨
こっ

角
かく

器
き

’

と呼んでいます。鳥浜貝塚からは、1975 年から

1985年にかけての発掘調査で、およそ 1,500点の

骨角器が見つかっています。 

骨角器には、生産用具と装飾・呪
じゅ

術
じゅつ

用具と思わ

れるものとがありますが、そのどちらか分からな

いものもあります。鳥浜貝塚の骨製の生産用具に

は、刺
し

突
とつ

具
ぐ

(ヤス先)、骨
こっ

針
しん

(縫針)などがあり、骨

製の装飾・呪術用具には、櫛(未成品)、髪飾り、

垂
たれ

飾
かざ

りがあります。このほか、ヘラ状のもの、指

抜き状のものなどがあります。また、歯牙製品に

は垂飾り、鹿角製品には鹿
ろっ

角
かく

斧
ふ

(掘り具)、釣針、

装飾品があり、貝製品には腕輪や装飾品と思われ

るものがあります。 

鳥浜貝塚で最も数が多い骨角器は、刺突具(ヤス

先)で、全体の半数以上を占めています。刺突具は、

シカの長くてまっすぐな中
ちゅう

手
しゅ

骨
こつ

や中
ちゅう

足
そく

骨
こつ

を利用

して作られているようです。縄文時代前期に、こ

の骨製の刺突具が使われるようになると、数条の

細い溝を磨
す

り面としている砥
と

石
いし

が出現します。刺

突具を砥いだ石だ

と考えられます。

また、鳥浜貝塚で

は前期中葉に、網

のおもりと考えら

れる石
せき

錘
すい

が減少す

ると同時に、ヤス

先と考えられる刺

突具が増加してい

ます。網漁からヤ

ス漁へと、漁の方

法が変わったのか

もしれません。 

次いで多い骨角

器は、鹿角製品で 

鳥浜貝塚

のココが

すごい！ 

解説シート 

骨・角・牙の道具 

図 1 鳥浜貝塚周辺の地形模式図（大正 3年以前）   

写真 1 鳥浜貝塚の位置 

鳥浜貝塚のおおよその位置  

図 2 鹿角の名称 

  鳥取県埋蔵文化財センター

2010『鳥取県埋蔵文化財センタ

ー調査報告 青谷上寺地遺跡

出土品調査研究報告 5』図 91

を転載  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。用途が分かっているものでは、シカの角の分

岐した部分を利用した鹿角斧があります。第 1枝

を鍬の先のように土に入れ、根
こん

茎
けい

類
るい

などを掘りお

こす道具として使っていたのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示品リスト 

 名 称 素 材 点数 

1 骨
こっ

針
しん

(縫針) 

ニホンジカ 

(中
ちゅう

手
しゅ

骨
こつ

/中
ちゅう

足
そく

骨
こつ

) 

2 

2 髪
かみ

飾
かざ

り 2 

3 刺
し

突
とつ

具
ぐ

(ヤス先) 3 

4 釣
つり

針
ばり

 
ニホンジカ(角) 

1 

5 剣
けん

状
じょう

製
せい

品
ひん

 1 

6 垂
たれ

飾
かざ

り ニホンジカ(胸
きょう

骨
こつ

) 2 

7 ヘラ状垂飾り 

イノシシ(牙) 

1 

8 垂飾り(勾玉状) 2 

9 牙
きば

製
せい

品
ひん

(スプーン状) 1 

10 垂飾り ウサギ(下
か

顎
がく

骨
こつ

) 1 

11 垂飾り カワウソ(歯) 1 

12 垂飾り サメ(歯) 1 

13 イノシシ 下顎骨 1 

14 ノウサギ 下顎骨(左) 1 

15 ノウサギ 脛
けい

骨
こつ

(左) 1 

16 カワウソ 下顎骨(右) 1 

17 カワウソ 上
じょう

腕
わん

骨
こつ

(右) 1 

※1～12 は重要文化財 

 

 

図 3 ニホンジカ(Japanese sika deer)の骨格の名称 

松井章 2008『動物考古学』京都大学学術出版会 図 1 を一部改変 
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